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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月29日(2019.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　(a)ベシル酸アムロジピン、(b)酸化鉄、及び(c)乳糖を含有し、かつ被覆層を有しない
経口固形組成物。
【請求項２】
　さらに、結晶セルロースを含有する、請求項１記載の経口固形組成物。
【請求項３】
　さらに、(d)低置換度ヒドロキシプロピルセルロース及びクロスポビドンからなる群よ
り選択される１種以上を含有する、請求項１又は２記載の経口固形組成物。
【請求項４】
　さらに、(e) ステアリン酸マグネシウム及びフマル酸ステアリルナトリウムからなる群
より選択される１種以上を含有する、請求項１～３いずれか記載の経口固形組成物。
【請求項５】
　酸化鉄が黄色三二酸化鉄である、請求項１～４いずれか記載の経口固形組成物。
【請求項６】
　酸化チタンを含有しない経口固形組成物である、請求項１～５いずれか記載の経口固形
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組成物。
【請求項７】
　口腔内崩壊型製剤である、請求項１～６いずれか記載の経口固形組成物。
【請求項８】
　(a)ベシル酸アムロジピン、及び(c)乳糖を含有する経口固形組成物の調製に際して、酸
化鉄を配合することを特徴とする、請求項１～７いずれか記載の経口固形組成物の製造方
法。
【請求項９】
　酸化鉄が黄色三二酸化鉄である、請求項８記載の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１～７いずれか記載の経口固形組成物の調製における、光による変色が抑制され
た組成物とするための酸化鉄の使用。
【請求項１１】
　酸化鉄が黄色三二酸化鉄である、請求項１０記載の使用。
【請求項１２】
　(a)ベシル酸アムロジピン、及び(c)乳糖を含有する成分に、さらに酸化鉄を配合するこ
とを特徴とする、得られる経口固形組成物における光による変色の抑制方法。
【請求項１３】
　(a)ベシル酸アムロジピン、(c)乳糖及び結晶セルロース、並びに(d)低置換度ヒドロキ
シプロピルセルロース及びクロスポビドンを含有する成分に、さらに酸化鉄を配合するこ
とを特徴とする、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　酸化鉄が黄色三二酸化鉄である、請求項１２又は１３記載の方法。
【請求項１５】
　経口固形組成物が口腔内崩壊型製剤である、請求項１２～１４いずれか記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１～７のいずれか記載の経口固形組成物において、光による変色を抑制するため
の、酸化鉄からなる光変色抑制剤。
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